
第８回

（１）

数 詞



数詞

基数詞 序数詞

one, two,・・・ first, second,・・・

じゃあ古英語の数詞は？

現代英語の数詞



１０の位ー1の位
twenty-five

1の位+and+10の位
five and twenty

古英語の
基数詞

2桁の基数表現

現代英語の
基数詞

2桁の基数表現

ドイツ語式 フランス語式移行

「欽定訳聖書」の表現がこれを後押し
聖書で多い表現：１０の位-and-1の位

（twenty and five）

古英語と現代英語の基数詞の大きな違い





男性 女性 中性

主格 twēgen twā tū

属格 twēga

与格 twWga

対格 twēgen   twā tū

基数詞２の屈折

男性 女性 中性

主格 þrīe        þrīe þrēo

属格 þrēora

与格 þrim

対格 þīe       þrēo       þrēo

基数詞３の屈折



語源は同じ
OEの基数詞

強勢が置かれた発音 無強勢の発音

Ān (< one)

数詞の機能を保つ

one

弱音化
不定冠詞へ

a・an

次へ進む前に・・・
基数詞oneと不定冠詞a・an



古英語

二番目の助数詞 ōþer

現代英語

二番目の助数詞 second

あまりにも
違う！

13c末
実は！

other
（アングロ・サクソン語）

second
（フランス語）second がother を 追い出した

古英語と現代英語の序数詞の大きな違い



確認問題

基数詞oneと

不定冠詞a・anができた経緯を

説明してみましょう



確認問題

語源は同じ基数詞のānである。これに強勢を置いて発
音されたものがoneになり、oneは数詞の機能を保っ

た。一方、強勢無しで発音されると弱音化が起こり
a・anになった。これは不定冠詞としての機能を持つ
ようになった。


